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1932年 1月～34年8月．および日中戦争による 1941年12月～47年6月）をはさみ 1948年
12月まで約40年間にわたって刊行された。出版元は近代中国を代表する出版社，商務印害館
である {10)。一方，「中華教育界Jは， 1912（中華民国元）年創刊で， 日中戦争による 1937年9









































著者 記事名 掲載巻号 区分 時期
賣豊毀 欧戦声中之教育談〔欧洲戦争の響きのなかで教育1I第6巻第 6号 (1914年9月）
を談じる〕
言口琴afl! 
欧洲戦局地図 第 6巻第 7号 (1914年 10月） 図画
賣豊毀 時局与教育〔時局と教育〕 第6巻第 7号 (1914年 10月） 言=込ail 
侯鴻鑑 対於欧戦後之吾国教育計画〔欧洲戦争後に対する＇ 第 7巻第 1号 (1915年 1月）
わが国の教育計画〕
君ロ込田日 大戦前半
王朝陽 大戦争与吾人之教訓〔大戦争とわれわれの教訓〕 第7巻第 5号 (1915年 5月） 言e,琴暉
天民 戦争与国民教育［戦争と国民教育〕 第8巻第 1号 (1916年 1月） 雑纂
天民 交戦国之教育（参戦国の教育J 第8巻第 9号～第 12号 (1916年9月 調査~ 12月）
侯鴻鑑
対徳絶交後之教育計画及注意事項〔対独断交後の









第 10巻第 10号 (1918年 10月） ＝呂ぃ郡{l
国の教育の注意点〕
買豊致 和平後之教育（和平後の教育〕 第 10巻第 12号 (1918年 12月） 言Eコ琴aJIi 
最新之欧洲地理教材〔最新の欧洲地理教材） 第 10巻第 12号 (1918年 12月） 教材 大戦後
蒋夢麟 和平与教育〔平和と教育〕 第 11巻第 1号 (1919年 1月） 号ロ翌9/fl 
『中華教育界』
著者 記事名 掲載巻号 区分＊ 時期
苑源廉
今日世界大戦中之我国教育〔今日の世界大戦にお 第3巻第 23号 (1914年 11月）
けるわが国の教育〕
欧洲交戦国之戦闘力〔欧洲参戦国の戦力〕 第3巻第 23号 (1914年 11月）
王維棋 作戦計劃之教育〔作戦計画の教育〕 第4巻第 3期 (1915年3月）
大戦前半
王維棋 作戦計劃之教育（第二）〔同上 その二〕 第4巻第 5期 (1915年 5月）
楊嘉椿 我校挙行擬戦研究〔わが校の模擬戦挙行の研究〕 第 5巻第 7期 (1916年7月）
英国対於欧戦与国民教育之研究（イギリスの欧洲 第5巻第 11期 (1916年 11月）
戦争と国民教育に対する研究〕
謝扶雅 世界的戦争之七大教訓〔世界の戦争の七大教訓〕 第8巻第 2期 (1919年8月） 論著 ！ 
正公 欧美戦時教育之一斑〔欧米戦時教育の一斑〕 第8巻第 2期 (1919年8月） 論著 i大戦後
















































































































































この『教育雑誌』第7巻第 1号が刊行された 1915年 1月には， 18Bに日本は中国政府に対し
いわゆる対華二十ーか条要求を突きつけている。これに対し 2月1BにH本の中国人留学生
が抗議運動を開始し，それが中国全士に広がったものの， 日本は 5月7日に最後通牒を中国政























































































































































































著者のバドレー (JohnHaden Badley, 1865年～ 1967年）は．イギリスの新教育運動の推
進者で，民主的精神による進歩的学校の代表とされるビデールス学校を創設した(86)0 
訳者の蒋夢麟 (1886年～ 1964年）は．字は兆賢．浙江省余眺の生まれ。 1896年紹興中西学
堂に入学し．校長察元培の教育を受ける。 1908年アメリカに留学し， 12年にコロンビア大学
ティーチャーズ・カレッジに進学し．新教育運動の推進者，キルパトリック (W.Kilpatrick). 































































































































































































































(2) 久保亨ほか万現代中国の歴史J（東京大学出版会， 2008年） pp.65-66。
(3) 同上， pp.41-43。
(4) 初等教育 6年，前期中等教育 3年，後期中等教育 3年の 6・3・3制，これに高等教育4年を加え， 6・3・
3・4制ともいう。
(5) 多賀秋五郎『中国教育史』（岩崎書店． 1955年） p.196。





(8) 今井航「中国近代における六・三・三制の導入過程』（九州大学出版会， 2010年） pp.292-293頁。ちな



















(12) 「欧洲交戦国之戦闘力」（「中華教育界；第3巻第23号． 1914年）。 1枚の表にドイツ，オーストリア
イタリア，セルビア． ロシア． フランス，イギリスの歩兵大隊，騎兵中隊．工兵中隊，小銃，機関銃．
「刀槍」（銃刀類？），砲の数を列記する。




(15) 陳玉堂組著『中国近現代人物別号大辞典（全編増訂本）』（杭州：浙江古籍出版社， 2005年） p.982。な
お，徐友春主編「民国人物大辞典（増訂本）』（石家荘：河北人民出版社， 2007年）をはじめとする主要，
な人名辞典に買豊緑は収録されていない。
(16) 前掲『教育雑誌 (1909-1948)索引』 pp.585-587。
(17) 江蘇省教育会編『江蘇省教育会会員姓名一覧表』（上海：江蘇省教育会． 1918年 12月重編）， p.10。
(18) 買豊森「欧戦声中之教育談」，言論p.115。












































(49) 黄炎培「実用主義産出之第一年」（『教育雑誌』第7巻第 1号． 1915年）．言論pp.14-18. 朱元善「尊重
個性」（同上）．主張pp.1-2。















(63) 天民「戦争与国民教育」（「教育雑誌；第8巻第 1号， 1916年）雑纂pp.l-7頁，天民「交戦国之教育」（同










(72) 天民「交戦国之教育（続）」（「教育雑誌』第8巻第 11号， 1916年）調査pp.73-77。
(73) 同上，調壺p.75。
(74) 天民「交戦国之教育（続）」（『教育雑誌』第8巻第 12号， 1916年）調資pp.79-82。
(75) 同上，調究p.79。
(76) 前掲『教育雑誌索引』の「人名索引」から集計 (pp.498-500)。










(85) 英国J.H. Badley原著，蒋夢麟訳―戦後之教育」（「教育雑誌」第 10巻第7,8, 10, 12号． 1918年7.8, 
10, 12月）訳論pp.41-52;53-62, 77-90, 99-117 0 原題は Educationafter the war（蒋夢輯「槻界大戦後
吾国教育之注意点_j ~教育雑誌l 第 10 巻第 10 号， 1918 年，言論 p.127) C なお，原著がいつ， どこで発
表されたのかこれが全訳なのか抄訳なのかなどの説明はない。
(86) John Haden Badley (1865年～ 1967年）。イギリスの新教育運動の推進者。民主的精神による進歩的
学校の代表とされるビデールス学校を創設した（西村俊一ほか編『国際教育事典』アルク， 1991年． p.582)。
(87) 前掲「近代中国人名辞典 修訂版」 p.249頁。
(88) 前掲「教育雑誌 (1909-1948)索引Jp.605。








(97) 同上（『教育雑誌』第 10巻第 10号）訳論pp.77-90。
48 
中国教育界と第一次世界大戦



























Education in China and the World War I:
Chinese Views on the War and its Impact 
TAKADA Yukio 
It is accepted among Japanese scholars that the modern educational system of China 
changed from that of Japanese style to that of the American style as of the reform of 
educational system in 1922. In this paper, the author examines how Chinese educators and 
those in the field of education viewed the World War I.The author also considers a possible 
causal relationship between the change in Chinese views from the middle 1910's to the 
beginning of the 1920's and the increased influences from the United States, referring to 
articles published in the Chinese Educational Review『教育雑誌』 andthe Chung Hwa 
Educational Review『中華教育界』， twomajor journals in the field of education. 
49 
高田幸男
When the World War I started in 1914. Chinese educators and those in the field of 
education feared the possibility that budget for education would be cut because of the war. 
They also maintained international perspectives. They highly valued education with 
emphasis on patriotism. militarism and nationalistic views because Germany fought 
successfully at first. At the same time, they feared the possibility that education in China 
was fully dominated by patriotism. 
Once Japan attacked German-occupied Qingdao青島， educationarticles with emphasis 
on patriotism increased because Chinese people were shocked by the fact that Chinese 
neutrality was violated. Along with patriotism, educators and those in the field of education 
voiced for the promotion of science and practical education. At the same time. views 
emphasizing the tradition of Chinese classics were also published. 
Toward the end of the 1910's, Jiang Menglin蒋夢麟 whohad studied in the United 
States and returned to China introduced trends of education in European nations that 
participated in the WWI and articles forecasting the post-WWI era. Along with his own 
views. Jian presented pros and cons of the German style education of militaristic and 
nationalistic nature. :¥s a counterpart to the German style education. Jian argued for 
education emphasizing individualism. independency. and personal talents in order to achieve 
democracy. Jian・s argument was eventually linked to the educational policy presented by 
Society for Research into Education教育調査会soonafter the,var ended in 1919 and to the 
reform of educatio叫 systemin 1922. 
Such changes in views on the WWI were also linked to the search for new education 
led by Huang Yanpei黄炎培 andthe Jiangsu Educational Association江蘇省教育会．
German style education was not necessarily dominated by groupism that ignored 
individualism. Yet, the militaristic and nationalistic aspects of German style education were 
alone emphasized in order to contrast and distinguish the new, democratic.¥merican and 
British style of education with emphasis on individualism. independency, and vitality. 
Accordingly. Chinese educators and those in the field of education were inclined toward the 
American style education. 
Keywords: World War I era. education in China. reform of educational system. education of 
militaristic and nationalistic nature, American style education. 
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